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研究成果の概要（和文）：英語の語学力向上に効果があるとされながら，有効なチェック方

法がなかった為，なかなか導入できなかった多読学習を推進する為，学生がいつでもオン

ラインで，自分の読んだ本に対するクイズが受けられ，それに合格する度に，自分のペー

ジに読んだ本の語数と表紙のイメージが（切手収集のように）追加されていき，常に達成

目標と現在地を把握しながら学習の進行状況を一覧表で確認できるという，コンピュータ

システムを構築することを目的とした．

研究成果の概要（英文）：This project created an online system for students to take quizzes on
their English extensive reading and then evaluated the effectiveness of the system.
Students using the system amass a total word count towards their reading target and
collect a bookcover "stamp" for their collection on their individual home page. This online
checking system allows extensive reading to be introduced in schools where it was thus far
unfeasible.
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１．研究開始当初の背景
(1) 多読学習とは，個人の実際の英語力より
もやや低いレベルに設定された英語のグレ
ーディッド・リーダーと呼ばれる．語彙レベ
ル別に編集された小説等の簡略版（以下リー
ダーという）を多く読むことである．授業で
は新しい語彙・文法を学習するが，それを定

着させなければ，実際の英語力のアップには
繋がらない．定着のためには，その語彙・文
法に繰り返し触れることが必要で，自分のレ
ベルと関心の度合いに合致した英語リーダ
ーを大量に読破することで，既習の文法や単
語を習得することができる．
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(2) 学習時間外での学習を課す際に常に問題
となるのは，学生が実際に課題をこなしたか
どうかをチェックする方法である．どのよう
にすれば学生の学習状況を確認することが
できるのか．多読学習法の効果が広く認めら
れているにもかかわらず，導入をする教育機
関が少ないのはまさにこの点がネックにな
っているのである．従来は，担当教員が学生
に，実際にその本を読んだことを証明させる
ための要約や感想を書かせるといった方法
をとっていた．しかし，この方法では，本来
大量に読むことが目的なのにもかかわらず
学生にとっては要約・感想を書くという作業
負担が大きく，教員にとっては提出された課
題をチェックするのが時間的に大きな負担
となり，多読学習の導入を諦めてしまうケー
スが多いのである．

２．研究の目的

(1) 急速なグローバル化の中，学生に高度な
英語運用能力を身につけさせることは大学
の急務となっている．京都産業大学ではこう
した社会的ニーズに応えるため，全学共通教
育センターが運営する英語教育カリキュラ
ムの大幅な改革に努めてきた．その一つが，
学生一人一人が授業時間外に多読という反
復練習を行い，授業時間で学んだ新語彙・文
法を定着させる「多読学習プログラム」であ
る．本プログラムの目的は，学生が授業時間
外に英語を自習するシステムを確立し，現在
決定的に不足していると言われる学習時間
を確保すること，また，学生の自律的な学習
を促進し，自分で学ぶという意識を身につけ
させることである．さらに，本学だけではな
く，同じような問題を抱える教育機関にも本
プログラムを提供することにより，我々の教
育効果を共有し，英語教育の現場に貢献した
いと考える．

(2) TOEIC スコアが 350 点の学生が 1 点スコ
アを伸ばすためには，平均 1.5 時間の学習が
必要であると言われている．つまり，100 点
スコアを伸ばすためには 150 時間の学習時間
が必要である．たいていの大学生は最大でも
一年で 180 時間（90 分授業を 4 コマ，30 週）
の授業を受けるが，多くの場合，一年間で 100
点スコアアップには至らない．その上，学生
の英語力が高ければ高いほど，1 点をのばす
ために必要な時間はさらに多くなる（例えば，
TOEIC550 点レベルの学生は 100 点伸ばすの
に平均 250 時間が必要）と言われている．

(3) 我々は，学習時間が不足しているが，そ
れを授業時間で補えないというこのジレン
マを解決するのは授業時間外の学習の増加
であると考える．授業時間にプラスする学習
時間としては，多読学習法を用いることが非

常に優れた方法である．言語習得の為に多読
学習が効果的であることは広く認められて
いるが，残念ながら，それを導入している教
育機関は非常に少ないというのが実状であ
る．

３．研究の方法

(1) 上述の問題の解決策として，本学では
MoodleReader という，ムードル上で学生の多
読記録を管理するプログラムを開発した．ム
ードルは誰でも無料でダウンロード・使用で
きる学習支援ソフトウェアで，MoodleReader
はムードルの追加モジュールとして開発さ
れた．教員はあらかじめ，学生のレベルや目
標語数を設定し，学生は図書館に開架されて
いるリーダーを読み，学内あるいは自宅から
ムードルにアクセスして 10 問からなるテス
トを受ける．テストに合格すれば，その本が
既読書として記録され，本の表紙が学生のペ
ージに現れ，その本の語数が既読語数に加算
される仕組みになっている．MoodleReader は，
学生にとって難しすぎる，あるいは簡単すぎ
る本を読まないように，学生毎に設定された
レベルにあったテストのみを受験可能とす
るように制御されている．テストには制限時
間が設けられているので，まず本を読んでか
らでないと合格することは難しい．一つのテ
ストを受けてから次に受けられるまでの間
隔を教員が設定できるようになっているの
で，学期末に目標語数に達するために集中し
て読むのではなく，学期中継，続的に読書を
進めることになる．図１はテストの受験日，
読んだ本のタイトル，合否，既読語数などが
表示される，学生の学習記録画面である．上
段は既読書の表紙,中央は既読書の語数等の
一覧，下のカラーバーは目標語数と現在地の
関係を示す．

図１ 学生の記録画面

(2) 本プログラムには学生が自力で多読学習
を行うための不正行為防止機能が組み込ま
れている．問題は複数ある中から毎回ランダ



ムに出題されるようになっており，学生同士
で簡単に答えを教え合うことはできない．さ
らに，一人の学生が別の学生になりすまして
解答をすることや複数の学生で協力して解
答することを防ぐため，同時間帯に同一（あ
るいは隣接する）コンピュータで同じリーダ
ーのテストを受けた場合には不正行為の可
能性があると自動検出する機能がある．また，
学生がテストを受ける上で問題が生じた場
合は，ムードル上に設けられているヘルプペ
ージから問題を報告することができる．例え
ば，学生が何らかのコンピュータのトラブル
でテストを開始した後終了できなかった場
合や，自分の読む本のレベルが高すぎる，ま
たは低すぎるなどの場合である．この機能に
より，学生は次の授業時に担当教員に相談す
るまで待たずに学習を続けられる．
(3) 教員用の管理画面では学生の学習状況を
把握するための様々な機能がある（図 2）．
個々の学生やクラス毎の学習状況を閲覧で
きるだけでなく，Excel 形式でいつでもダウ
ンロードでき，学生の成績に組み込むことも
容易である．そのほか，学生の読むリーダー
のレベルの変更，目標語数の設定，テスト問
題の追加・ダウンロードなど，教員自身が担
当クラスについて様々な設定を行えるよう
になっている．

図 2 教員用管理画面

(4) これにより，学生の英語学習時間が増加
し，教員は学生の学習状況を把握することが
可能となった．実際，図 3 では，深夜 12 時
から 1 時までが最もアクセスの集中する時間
帯となっている（通年で 2500 回以上のアク
セス数）．本学では 1,600 台を越えるコンピュ
ータが学内で利用可能であるにもかかわら
ず，学生は大学にいるとき以外の時間で，本
プログラムにアクセスし，テストを受けてい
ることが分かる．

図 3 学生のアクセス数とその時間帯
(5) 2008 年度に本学外国語学部英米語学科で
MoodleReader プログラムを導入したところ，
学生（120 名）の授業時間外学習量の確保に
大きな効果を発揮したことから，2009 年度は
全学共通教育科目の約 140 のコア科目（オー
ラール・コミュニケーション，リーディング
スキル，各週 2 回授業）で，約 3000 名を対
象にして，授業時間外に MoodleReader を使っ
て多読学習を行うことを必修とした．多読学
習の目的，読破目標語数，テストを受けるサ
イトへのアクセス方法，テストの受け方を記
載した資料を，学期開始後すぐにすべてのク
ラスで担当教員が学生に配布し，授業時間外
で学習を進めることを促した．学期中，本シ
ステム上で，教員は学生の進度を常に把握す
ることができるので，それを参照しながら，
多くの教員が授業中に積極的に多読プログ
ラムの利用を学生に呼びかけた．すべての教
員は学期末に学生の学習状況を受け取り，そ
の結果を最終成績の一部として参考にした．

４．研究成果
(1) 2010 年 2 月には，コア科目履修者（一年
次生）ほぼ全員を対象に学年度末の統一試験
を行った．前年度同時期の同一のテストと結
果を比較すると，履修者全体では 12.1 点から
15.7 点へと平均点が上がり，どの学部におい
ても前年度より読解力のスコアに大幅な向
上（p<0.001）が見られた（図 4）．2008 年度
と 2009 年度の入学生はプレイスメント・テ
ストのスコアなどから，入学時の英語力に有
意な差がないことがわかっており，カリキュ
ラム上の変更もなかったことから，このスコ
アの向上は多読学習の導入によるものと考
えられる．



図 4 学年末の統一試験の結果

(2) 学期末に行った学生対象の自分の多読学
習経験についてのアンケート（約 1300 人が
回答）によると，「かなり易しい」，「かなり
難しい」と答えた学生はわずか 10％以下であ
り，67.3％の学生が多読学習を面白いと感じ
ていた．この結果により，多読学習を進める
につれて，多くの学生が自分のレベルにあっ
た英語で書かれた本を読むのは楽しいと認
識していることがわかる．もちろん，学生の
中にはこのような課題が必修として課され
ることをいやがる学生もいたが，本プログラ
ムによって，自分の英語力を向上させる貴重
な機会を与えられたと感じる学生も多くい
た．以下にそのようなコメントの例を一つ示
す．「とてもおもしろい試みだと思う．強制
的にでも英語にふれる機会を設けているこ
とで学生の英語力の向上に一役かっている
のは言うまでもない．英語自体に興味をもち
やすくとてもいいものである．簡単に受けら
れるテストとすぐ結果が出て語数がたまっ
ていきレベルアップするというのは達成感
がありやりがいを感じることができた．今後
ともこのような学習方法をおこなっていっ
てほしい.」
(3) 本プログラムの有効性は，国際学会など
での発表の結果，広く認められようになり，
現在までに国内外を含め 100 校以上の教育機
関で本学が開発した MoodleReader が導入さ
れ，その数は急速に増加している．その中心
は日本と韓国であるが，同時にイギリス，カ
ナダ，モロッコの学校などでも利用されてい
る．
(4) 本プログラムは当初本学図書館にあった
本を利用し，本学英米語学科の教員によって
作成された 300 のテストのみでスタートした
が，現在では 2000 を越えるテストが他の教
育機関の教員やオックスフォード大学出版
などの多くの有名な出版社により作成され，
利用可能となっている．
(5) 京都産業大学がこの学習システムを全学
的なカリキュラムに取り入れることができ
たのは以下のような基準を満たしていたか

らである．つまり，① 全学的な取り組みが
必要であるとする意志決定機関があったこ
と，② システムを実行するための技術的な
専門知識を持ち合わせていたこと，③ 本シ
ステムに関する情報を教員・学生全員に提供
することが可能であったこと，④ 全学生が
読むのに十分な冊数のグレーディッド・リー
ダーの蔵書があったことである．ただし，導
入に際し留意しなければならないのは，機械
的に本プログラムの利用を必修とすること
で教育目標が達成されるわけではないとい
うことである．教員と学生の両方が本プログ
ラムにより得られる効果を十分に理解する
ために授業用オリエンテーション資料を準
備するなどして，その目標のために協力し合
ってこそ，教育的効果が最大限に発揮される．
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